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クラスターを対象にこうした共進化の分析を行った体系的研究はこれまでになく、本研究の
学術的貢献は極めて大きいと考える。 





































































































部の幹部として実際に政策形成に関わった経験がいかんなく発揮された成果といってよい。   
本論文で行われた研究をより一層明確にするには、①ネットワークやコミュニティといっ
た従来様々な分野で使われてきた概念については、より丁寧な定義が必要と思われる。また、
②仮説の検証にあたって、アンケートによる分析を補完する個別事業所へのインテンシブな
インタビュー調査も必要である、と考えられる。が、以上のことは、本論文の貢献を著しく
下げるものではないと判断される 
以上により、論文の内容および所定の試験の成績を考慮し、本論文の提出者は博士（経済
学）を授与される資格があるものと判定する。 
 
 
